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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、犯罪被害の暗数化の一因として指摘されている社会的偏見について実態調査を
おこなった。一般的に、重大な犯罪被害を受けた人は警察に届け出るであろうと考えている人
が多かったが、実際には強姦など重大な犯罪の被害者が自ら警察に届け出て支援を求めること
が難しい現状が知られていない可能性が示唆された。一方で、被害に遭い支援を求めた人も、
一般の人も、社会で被害者支援が十分に行き届いていないこと、メディアでの被害者に関する
情報の扱われ方が重要であることについては共通に認識されていることが示された。今後は、
社会的偏見も含め、被害者がおかれている現状についての正確な情報発信、および支援要請に
関する心理教育が必要である。 
 

研究成果の概要（英文）： 
This study is about social prejudice for crime victims that have influence on decision 

making of not to report to the police. Generally, people imagine that victims of severe 
crime are supposed to report what they experienced to the police. But, it is commonly 
unknown the difficulties of reporting to the police and asking for help for the crime 
victims. It is suggested that many people recognize that support system for crime victims 
is insufficient and is needed more. We need to discuss how we know the true information 
about the crime victims, and how we spread the psychological education about the effective 
help-seeking. 
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 これまでの文献研究および調査研究では、
多くの犯罪被害者が警察に届け出ない、すな
わち暗数化してしまう要因として、被害者の
心理的負担、警察への不信、情報不足、社会
的偏見などが示された。特に性暴力被害者は
心理的負担が大きく、いわゆる「強姦神話」
と呼ばれる誤った社会通念の根強い影響も
示唆されたが、これまで日本ではどのような
社会的偏見がどのくらい支持されているの
かについて、具体的に検討された報告がない。
また、誤った情報やイメージによって、被害
を受けても自分が被害者だという認識に至
らないことが多いため、正しい情報提供や教
育の機会が必要であることも浮き彫りとな
ってきた。 

 そこで、本研究では、警察への届出を阻む
要因の一つとなっている「被害者に対する社
会的偏見」について、（1）わが国で犯罪被害
者支援に携わっている支援者を通して見た、
支援を要請してきた人の意識調査、（2）一般
の人を対象にした、インターネットによる意
識調査をそれぞれ実施し、現状を把握する。
これらの結果から、社会的偏見と暗数の関係
を見直し、犯罪被害者支援の充実化のための
検討をおこないたい。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、犯罪被害者の多くが警察等捜査
機関に届け出ず、暗数（統計上には表れない
数）となり、必要な支援が受けられない要因
の一つとして指摘されている「被害者に対す
る社会的偏見」について実態を調査する目的
で実施する。 

 

３．研究の方法 

（1）支援者対象調査 
（対象）わが国で犯罪被害者支援に携わって
いる支援者（各都道府県の弁護士会犯罪被害
者支援委員会、民間支援団体、女性センター、
婦人相談所の支援者）。 
（調査期間）2009年 2～3月、2010年 11～12
月。 
（手続き）各都道府県の弁護士会犯罪被害者
支援委員会、民間支援団体、女性センター、
婦人相談所に、マークシート式の自記式質問
紙を郵送し、同意の得られた個人から郵送で
回収した。返信は 787 名（男性 194 名、女性
567名、不明 26 名）。弁護士 185名、医師 0
名、看護師 7名、精神保健福祉士 3 名、臨床
心理士 13名、民間支援団体相談員 188名、
女性センター相談員 141 名、婦人相談所相談
員 107名、その他 98名、不明 45名であった。
支援者の現場経験を通して、支援を求めるこ
とのできた被害者はどのような考えをもっ
ているのかについて、犯罪被害に関する社会
的偏見項目等（Gerger, et al., 2007，稲本, 
2008，稲本・クスマノ, 2009）を用いて調査

した。 
（調査内容）（A）恋愛関係や性暴力等の犯罪
被害に対する社会的偏見項目（20 項目）（稲
本, 2008，稲本・クスマノ, 2009）では、「恋
愛関係について、あるいは身体的・精神的・
性的な暴力について、世間で広く知れ渡り、
共有されていると言われる考え方について、
支援者としての経験から、被害に受けて相談
に来た人はそのように考えていると思いま
すか」という問いに対して、「1＝そう思わな
い」～「4＝そう思う」の 4 段階で回答を求
めた。（B）性暴力に関する「神話」をどのく
らい受けいれているかを測定する Gerger 他
（2007）による AMMSA(Acceptance of Modern 
Myths about Sexual Aggression)（30項目）
を日本語訳した項目について、「支援者とし
ての経験から、被害を受けて相談に来た人は
そのように考えていると思いますか」という
問いに、「1＝まったく同意しない」～「7＝
完全に同意する」の 7 段階で回答を求めた。
その他、年齢や性別等のフェイスシート等に
ついて記入を求めた。 
 
（2）一般の人対象調査 
（対象）わが国在住の一般の人。居住地域（北
海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、
九州）×年齢（20 代、30 代、40 代、50 代、
60 代以上）×性別（男性、女性）の計 800 名
を対象とした。 
（調査期間）2010年 2～3月。 
（手続き）インターネット調査会社を通じて、
回答意思のある人のみを対象として調査を
実施した。 
（調査内容）支援者対象調査と同様の（A）
犯罪被害に対する社会的偏見項目（20項目）、
AMMSA（30項目）を用いた。その他、年齢や
性別等のフェイスシート等について記入を
求めた。 
 
４．研究成果 
（1）支援者対象調査 
（A）恋愛関係や性暴力等の犯罪被害に対す
る社会的偏見項目 
 欠損値のない 693名のデータについて平均
値を算出したところ、「そう思う」という回
答が多かった項目は、「恋人なら、いつでも
連絡がとれるようにするのは当然だ（2.61）」、
「他の用事があれば恋人に前もって知らせ
ておくのは当然だ（2.60）」、「優しく何でも
受け入れてあげることが、愛されるコツだ
（2.60）」、「他の異性と話したりするのを嫌
がるのは、恋人ならば当然だ（2.57）」等で
あった。 
 「そう思わない」が多かったものは、「日
本では、性暴力被害は少ない（1.96）」、「性
暴力（とくに強姦）の加害者のほとんどが、
見知らぬ人である（1.97）」、「性暴力（とく



 

 

に強姦）は、暗い夜道（野外）で起きるもの
だ（2.04）」、「恋人や友人など知り合いから
の暴力（性暴力）は、犯罪ではない（2.04）」
等であった。 
 
（B）AMMSA 
 欠損値のない 689名について、「同意する」
が多かったものは、「アルコールはしばしば、
男性が女性を強姦するときの原因となる
（4.51）」、「今日、強姦の多くはメディアに
よる性的描写が部分的に原因となっており、
これが加害者の潜在的な性的衝動を駆り立
てている（4.47）」、「性的接触にいたるとき、
女性は男性にリードしてもらいたいと期待
する（4.42）」等であった。 
 「同意しない」が多かった項目は、「今日、
女性に対して実際に性暴力を振るった男性
は、正当に罰せられている（1.98）」、「今日、
強姦の後、女性は十二分な支援を受けられる
（2.19）」、「真偽のうたがわしい性暴力の被
害者について心配するのではなく、環境破壊
のようなより緊急の問題に、社会はもっと注
意を向けるべきである（2.29）」、「今日、性
暴力の被害者が、女性用シェルター、治療の
提供、サポートグループのような十分な支援
を受けている（2.33）」等であった。 
 
（2）一般の人対象調査 
（A）恋愛関係や性暴力等の犯罪被害に対す
る社会的偏見項目 
 「そう思う」が多かった項目は、「重大な
犯罪被害を受けた人は、警察に届け出る
（3.05）」、「性暴力（とくに強姦）は、異常
な男性の犯罪だ」、「他の用事があれば恋人に
前もって知らせておくのは当然だ（2.83）」、
「性暴力は、男性の性的欲求不満によるもの
だ（2.81）」等であった。 
 「そう思わない」という回答が多かったの
は、「恋人や友人など知り合いからの暴力（性
暴力）は、犯罪ではない（1.41）」、「男性な
ら、多少たたいたりするのはよくあることだ
（1.54）」、「恋人がいることで、周りから一
人前と認められる（1.81）」、「メールチェッ
クや友だちづきあいの制限も、恋人なら仕方
ない（1.83）」等であった。 
 
（B）AMMSA 
 「同意する」が多かった項目は、「性的接
触にいたるとき、女性は男性にリードしても
らいたいと期待する（4.74）」、「アルコール
はしばしば、男性が女性を強姦するときの原
因となる（4.53）」、「今日、強姦の多くはメ
ディアによる性的描写が部分的に原因とな
っており、これが加害者の潜在的な性的衝動
を駆り立てている（4.38）」、「女性は恥ずか
しそうに振舞うのが好きである。これは、女
性がセックスをしたくないことを意味して

いるわけではない（4.30）」等であった。 
 「同意しない」が多かったものは、「女性
が、夜に“暗い路地”を通るくらい不注意で
あったら、強姦されたとしても、ある程度は
非難されるだろう（2.97）」、「今日、女性に
対して実際に性暴力を振るった男性は、正当
に罰せられている（3.07）」、「今日、強姦の
後、女性は十二分な支援を受けられる
（3.10）」、「今日、性暴力の被害者が、女性
用シェルター、治療の提供、サポートグルー
プのような十分な支援を受けている（3.27）」、
「女性は、関係がうまくいかなくなった報復
をするためだけに、夫を夫婦間レイプで告訴
する（3.28）」等であった。 
 
（3）支援者を通して見た支援要請をした被
害者と一般の人との比較 
（A）恋愛関係や性暴力等の犯罪被害に対す
る社会的偏見項目 
 支援者を通して見た支援要請をした被害
者（最小平均値 1.96～最大平均値 2.61）よ
りも、一般の人（最小平均値 1.41～最大平均
値 3.05）のほうが、恋愛関係や性暴力等の犯
罪被害に関して偏った見方をする傾向にば
らつきがあった。支援要請をした被害者のほ
うが、恋愛関係や性暴力等の犯罪被害につい
て偏りの少ない考え方をもっている可能性
がある。 
 一般の人の中では、「重大な犯罪被害を受
けた人は、警察に届け出る」という項目につ
いて、最も「そう思う」人が多かったが、実
際には強姦などの重大な犯罪の被害者が警
察に届け出て支援を求めることは極めて難
しく、暗数が多いことが指摘されており、社
会全体への正確な情報発信が必要と考えら
れる。 
 
（B）AMMSA 
 これらの項目は、性暴力に対する根拠のな
い「神話」をどのくらい受けいれているかを
表すものだが、支援者を通して見た支援要請
をした被害者（最小平均値 1.98）のほうが、
一般の人（最小平均値 2.97）よりも「同意し
ない」の値に近い項目が多かった。 
 支援要請をした被害者にも、一般の人にも、
共通して「同意しない」ほうが多かった項目
は、「今日、女性に対して実際に性暴力を振
るった男性は、正当に罰せられている」、「今
日、強姦の後、女性は十二分な支援を受けら
れる」、「今日、性暴力の被害者が、女性用シ
ェルター、治療の提供、サポートグループの
ような十分な支援を受けている」等の項目で
あった。これらは、実際に被害を受けた人も、
そうでない人も、性暴力被害者に対する支援
が不十分であると認識している傾向がある
ことを示している。 
 また、共通して「同意する」ほうが多かっ



 

 

た項目として、「アルコールはしばしば、男
性が女性を強姦するときの原因となる」、「性
的接触にいたるとき、女性は男性にリードし
てもらいたいと期待する」があげられる。女
性にとって性的な行為は、良くも悪くも自分
から発信しづらいことが考えられる。その他、
「今日、強姦の多くはメディアによる性的描
写が部分的に原因となっており、これが加害
者の潜在的な性的衝動を駆り立てている」、
「政治家が強姦について話題にするとき、多
くの場合は、この話題がメディアの注意をひ
きやすい理由からである」といったものも共
通して認識されている傾向があり、メディア
が性暴力をどのように扱うかが重要視され
ていることが示唆される。 
 
（4）まとめ・今後の課題 

本研究は、これまで実証的資料が乏しかっ
た犯罪被害者に関する社会的偏見に焦点を
当て、探索的に調査研究をおこなったもので
ある。犯罪被害に対する偏った考え方は、犯
罪被害の暗数化、すなわち被害に遭っても支
援に結びつくのが困難な要因の一つとして
考えられている。支援者を通して見た支援要
請をした被害者と、一般の人の回答を見るこ
とで、恋愛関係や犯罪被害に関する考え方の
傾向を比較するとともに、支援要請ができる
ようになるためのヒントが得られると思わ
れる。これらの結果にもとづき、「犯罪被害
者に対する社会的偏見が暗数化に及ぼす影
響」について総合的に検討し、暗数化の壁を
越え、被害者に必要な支援が行き届くように
なるための方策を提案したい。 
 本研究では、全体的に性暴力被害者をはじ
め、被害者に対する支援が社会で十分に行き
届いていないという認識が共有されている
ことや、メディアでどのように情報が扱われ
るかが重要であるという認識があることが
示唆されたことから、今後は情報の中身や、
発信方法について、十分な検討が必要である。 
 犯罪被害の暗数の問題は、まだまだ実態が
わからないところも多く、実際には支援が被
害者に行き渡らない要因の一つとなってい
る。今後さらに被害者が支援を求めやすくな
る方法について検討し、提案していきたい。 
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